
令
和
7
年
9
月
24
日
（
水
）
香
川
大
学
農
学
研
究
科
に

お
い
て
第
15
期
留
学
生
の
修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
修
了
生
の
就
職
先
の
方
に
も
来
賓
と
し
て
本
学
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

上
田
学
長
よ
り
修
了
生
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
来
賓

の
方
か
ら
も
門
出
の
お
祝
い
と
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
修
了
生
は
1
名
だ
け
で
し
た

が
、
地
元
香
川
県
内
企
業
で
の
就
職
で
も
あ
り
今
後
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
10
月
3
日
（
金
）
香
川
大
学
農
学
研
究
科

「
食
と
環
境
保
全
特
別
コ
ー
ス
」
2
期
目
、
前
コ
ー
ス
か

ら
17
期
目
と
な
る
留
学
生
5
名
の
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

上
田
学
長
よ
り
歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
四

国
経
済
産
業
局
地
域
経
済
部
部
長
山
下
様
か
ら
も
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
入
生
た
ち
は
初
め
て
の
日
本
式

セ
レ
モ
ニ
ー
で
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
お

祝
い
の
言
葉
に
元
気
を
い
た
だ
き
緊
張
も
し
だ
い
に
ほ
ぐ

れ
た
よ
う
で
し
た
。
新
入
生
代
表
ソ
ー

タ
ン
さ
ん
か
ら

聞
き
取
り
や
す
い
し
っ
か
り
と
し
た
日
本
語
で
の
新
た
な

出
発
の
決
意
表
明
が
あ
り
、
本
コ
ー
ス
学
生
達
の
こ
れ
か

ら
の
日
本
で
の
生
活
に
期
待
と
希
望
が
持
て
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
本
で
の
生
活
に
は
不
安
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
日
本
文
化
に
も
触
れ
有
意
義
な
大
学
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
樋
口
特
命
教
授
）

9
月
24
日
に
前
身
の
日
本
の
食
の
安
全
特
別
コ
ー
ス
の
最
後
の
留
学
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
食
と
環
境
保
全
特
別
コ
ー
ス
の
2
期
生
（
通
算
17
期
生
）
5
名
の
入
学
式
を
行

い
、
16
期
生
6
名
と
日
本
人
学
生
2
名
と
合
わ
せ
て
13
名
体
制
で
現
在
特
別
コ
ー
ス
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
食
と
環
境
保
全
特
別
コ
ー
ス
で
は
農
学
分
野
の
幅
広
い
専
門
で
の
教
育
と
研
究
を
行

う
の
で
、
選
択
科
目
も
多
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
方
の
絶
大
な
る
協
力

の
上
で
何
と
か
円
滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、
大
い
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業

も
食
品
系
企
業
の
み
な
ら
ず
化
学
系
や
医
薬
品
企
業
か
ら
多
く
参
画
し
て
い
た
だ
き
10
月
25
日

現
在
16
社
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
中
に
は
、
す
で
に
学
生
と
と
も
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
企
業
も
あ
り
、
学
生
と
共
に
新
た
な
視
点
を
得
な
が
ら
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
へ

の
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
是
非
と
も
多
く
の
企
業
を
訪
問
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
10
月
3
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
4
社
に
参
加
頂
き
、
そ

の
後
の
16
期
生
の
中
間
発
表
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
、
企
業
の
紹
介
お
よ
び
16
期
生
と
の
面

談
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
と
の
面
談
に
関
し
て
は
企
業
様
か
ら
見
た
個
々
の

学
生
の
印
象
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
情
報
は
今
後
の
学
生
の
就
職
支
援
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
遠
方
か
ら
お
越
し
い
た

だ
き
、
長
時
間
に
わ
た
る
ご
参
加
と
ご
協
力
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

特
別
コ
ー
ス
は
、
学
生
（
留
学
生
と
日
本
人
学
生
）

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
様
と
大
学
が
連
携
し
て
双
方

がW
in-

W
in-

W
in

の
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
約
80
名

の
修
了
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
食
と
環
境
保
全
特

別
コ
ー
ス
に
変
わ
っ
て
も
こ
の
理
念
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
多
方
面
に
わ
た
る
ご
協
力
と
ご
援
助
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
川
村
教
授
）

食
と
環
境
保
全
特
別
コ
ー
ス

香

川

大

学
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ュ
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News今
年
度
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
2
名
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
名
ず
つ
計
5
名
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
香
川
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
心
待
ち
に
し
、
渡
日

前
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
日
本
語
教
育
を
受
け
、
晴
れ
て
10
月
に
入

学
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①フリガナ
②氏名
(名字・名前・ミドルネーム)
③指導教員（研究分野）
④最終学歴
⑤出身国
⑥今後の抱負

① ネルシ オクタビアニ

② Nelsi Oktaviani

③ 豊田鮎教員（土壌生態学）

④ ハサヌディン大学

⑤ インドネシア出身

① ヴオン チュン クアン

② VUONG Trung Quang

③ 髙田悟郎教員（応用酵素化学）

④ ハノイ工科大学

⑤ ベトナム出身

① パティラナ マルシャ ゴータミ

② PATHIRANA Malsha Gothami

③ 杉田左江子教員 (植物分子育種学)

④ ペラデニヤ大学

⑤ スリランカ出身

15期生の修了式にて17期生の入学式にて

17期生入学式の様子

① ブイ チー コン

② BUI Tri Cong

③ 原康雅教員 （活性構造化学）

④ ハノイ工科大学

⑤ ベトナム出身

⑥香川大学大学院「食と環境保全特別コース」での2年
間を通じ、食品分野だけでなく他分野でも専門知識と研
究スキルを磨きたいです。修了後は学んだことを生かし
て社会や農業に貢献し、語学力を高め日本文化への理解
を深め、ベトナムと日本の架け橋になりたいです。

⑥このコースを通して、先生方や仲間と協力しながら、
多くのことを学び、 成長していきたいと思います。留
学中は、研究や勉強に全力で取り組むと同時に、日本語
の力も伸ばしたいです。とくに日本語能力試験N1に合
格したいです。将来はP h Dに進学し、食品科学の分野
で研究を続け、人々の健康や社会に役立つ研究者になり
たいと考えています。

① ソー タン サンデイ

② SOE THAN Sandy

③ YONEKURA Lina 教員（食品化学）

④ アサンプション大学

⑤ ミャンマー出身

⑥香川大学に特別食品コースで入学し、多くの有益な知
識と研究スキルを身につけたいと思っています。また、
友人を作り、文化交流を行い、日本語能力を高めること
も私の目標です。

⑥人間は完全に自然に依存している。この価値観は地域
社会や森林の中で存在し、受け継がれてきたと私は信じ
ている。香川大学で学びながら、日本人が自然を大切に
する地域価値を研究する方法と、自然との共生を実現す
る価値観を発見したい。

⑥修士課程を修了後、この分野の専門知識をさらに深め
るために博士号を取得する予定です。私の主な目標は、
学術研究と実際の業界での経験を通じて得た知識とスキ
ルを応用し、世界の食糧安全保障と持続可能性に貢献す
ることです。 長期的には、日本とスリランカの架け橋
となり、協力関係を促進し、世界市場に利益をもたらす
革新的で持続可能なソリューションの交換を目指します。

食と環境保全を
香川大学で学ぶ

食と環境保全特別コース 16・16.5・17期生


